
　　

9月24日 本会議で九里  学　三日月知事・市川健康医療福祉部長に質す

Q…検査範囲を重点拡大することについて伺います。
Ⓐ…8月にまん延防止等重点措置が適用されたことを
受け、県内高齢者施設、障がい者施設の従事者の方々
に対し重点的な一斉検査を実施。9月15日からは高齢
者施設や障がい者施設、学校等現場の気づきをもとに
『イベントベースサーベイランス事業』を開始しました。
　積極的疫学調査に加え、重点的な検査の取り組みを
引き続き実施することで、広く早く探知できる取り組み
を進めます。
Q…保健所の体制強化の新たな取組についてお聞き
します。
Ⓐ…保健所体制は第5波を受け、健康観察業務等に対
応するための会計年度任用職員を任用し、県内市町か
ら保健師派遣していただく等新たな取組を行ってきまし
た。第5波までの取組で明らかになった保健所の課題を
踏まえ、更なる体制強化について保健所と意見交換を
行っており、より迅速かつ柔軟に必要な体制の確保をし
てまいります。
Q…『いつでもワクチン接種ができる体制づくり』が大
切だと思うがどうか。
Ⓐ…ワクチン接種は、市町における接種が基本で県内
19市町において43箇所の集団接種会場や296箇所の
個別接種会場が設けられ、その中で中高生や妊婦、障
がい者など様々な方の接種に対応されています。県内
では56箇所の職域接種が承認され、多くの現役世代
の方や、そのご家族が勤務場所で勤務日や土日など接
種が受けやすい日程で接種を受けているところです。
広域ワクチン接種センターを設置し、市町接種加速化
を支援しており、9月からは接種率の低い若者の接種
促進を図る観点から若年層を対象に夜間接種等実施し
てきました。市町・職域・県のいずれの会場でも、接種を
希望する人が速やかに接種を行えるよう様々な工夫を
こらし、11月末までに希望する人が二回接種完了でき
るよう今後も必要に応じ柔軟に対応していきたいと存
じます。
Q…接種率向上への新たな対策について伺います。
Ⓐ…インターネットを中心としてワクチンデマがあふれ
ており、ワクチン効果や副反応に関する正しい知識を
YouTube動画やSNSでわかりやすく周知するとともに、
中高生向けリーフレットを作成し速やかに配布します。
『ワクチン・検査パッケージ』や接種証明の活用が始
められており接種率向上に寄与すると考えています。
ワクチン接種されない方への差別が助長される恐れも
あり、任意接種であることも啓発することが重要と考え
ております。
Q…「ブレイクスルー感染」の本県現状はどうか。
Ⓐ…9月20日時点約68万人の方がワクチンを2回接
種されておられ、7月以降323名、約0．05％の感染が
確認されています。感染症状は軽症または中等症で重
症化は確認されていません。
Q…3回目ワクチン接種の考え方について伺います。
Ⓐ…新型コロナワクチン3回目接種は9月17日の国の専
門家会議において必要と判断されました。9月22日に開
催された国の自治体向け説明会によると、
一つ、『追加接種時期は2回接種完了から概ね8カ月以

上あととすること』
一つ、『追加接種対象者は、科学的知見や諸外国の対

応状況を踏まえ判断すること』

一つ、『使用ワクチンについては、一回目・二回目に用いた
ワクチンと同一のワクチンを用いること』

など基本的方向性が示されました。
　県としては、追加接種が円滑に実施できるよう引き
続き市町を支援します。
Q…抗体カクテル療法の取組現状はどうか。
Ⓐ…抗体カクテル療法についての本県現状がどうかに
ついては既に入院患者、宿泊療養者に対して投与を進
めており、9月13日現在、県内19のコロナウイルス感
染症患者受入病院において353名に対し抗体カクテ
ル療法を実施しています。うち92名は宿泊療養者に対
する投与で、療養施設バックアップ病院への短期入院
または外来受診方法により投与実施しています。
Q…自宅療養者の往診課題について問います。
Ⓐ…ご指摘の様に自宅療養者に対しての往診による投
与に関しましては、実際に往診をし、投与に携わる医療
従事者の負担が大きいほか、休日・夜間含め、投与後
24時間以内の患者の病態悪化の有無を確認できる体
制を確保する必要があるなど解決すべき課題があると
認識しております。
Q…抗体カクテル自宅投与モデル事業をすべきでは。
Ⓐ…現在、重症化リスクのある自宅療養者に対して、
医療機関での外来受診や短期入院で投与できる体
制整備を進めています。往診による投与について
は、県内各医療機関に実施意向確認するなど、自宅
療養者に対する投与方法の選択肢の一つとして検
討を進めます。
Q…宿泊療養者に対する抗体カクテル療法実施につ
いて更に進めるべきだと考えるが。
Ⓐ…宿泊療養者には、バックアップ病院など短期入院
や外来受診により、効率的に抗体カクテル療法が実施
できています。
宿泊療養施設内において実施するため、医師常駐な

ど一定要件を満たす条件が整った「ホテルルートイン
草津栗東」（栗東市所在）において投与できる体制が
整いましたので更に進めます。
Q…更なる抗体カクテル療法等、門戸拡大すべきと考
えますがどうか。
Ⓐ…現在、抗体カクテル療法について、自宅療養者含
めて必要な方に投与できる体制整備を進めています。
　臨時医療機関を含め、療養場所を問わず必要な方が
速やかに投与できる体制整備を図ることが重要であり
ますが、まずは現在取り組んでいます『自宅療養者を医
療に繋ぐ仕組みづくり』を確実に進めるよう尽力してま
いります。
Q…「見守り観察ステーション」について、危機管理セ
ンターに置いておくのではなく、メディカルチェックセ
ンター機能含め本格的に拠点を移すべきだと私は考
えます。どうですか。
Ⓐ…今後も一定数自宅療
養者が発生することを想
定して、次なる波に備える
ためにも、現在、危機管理
センター（大津市）1階に
設置しています「見守り観
察ステーション」について
は、継続的に安定した運

営を図るため10月1日以降、県立総合病院（守山市）
に移転することとします。
Q…将来的に感染症を統括する拠点づくりについても
検討してほしい。いかがか。
Ⓐ…全国的にも体制強化が必要であることが専門家か
ら提案されています。
議員ご提案のような感染症対策を統括する機能や体
制充実については、まずは健康医療福祉部内で検査体
制、情報収集機能および全体のマネジメント方法等を
含めた体制強化のあり方を検討してまいります。
Q…本県における『後方支援医療機関等』への入院調
整の現状について伺います。
Ⓐ…令和3年8月末現在、33の医療機関と77の高齢
者施設について、退院基準を満たした回復後患者を受
入可能な『後方支援医療機関等』確保し、リスト化し、関
係機関と情報共有を図っています。各医療機関では、
医療圏域ごとの入退院支援ルールに基づき、リスト活
用し転退院の調整を行っていますが、患者が退院基準
を満たしていることに加え、PCR検査による陰性確認
を受入条件とする『後方支援医療機関等』も多く、回復
後患者の受け入れが円滑に進んでいないことが課題
です。
退院基準を満たした回復後患者の積極的な働きかけ
でを行い、そのインセンティブとして、転院調整や受入
環境整備、在宅復帰等の調整に係る経費の一部を補助
し、こうした取組を通じ回復後も安心して療養を続けら
れる仕組みを整えます。
Q…知事が実証実験の意向を表明されたのはなぜか。
Ⓐ…ワクチン接種率が向上してくる中で、今後感染拡
大期における行動制限緩和について検討することは、
「感染拡大防止」と「社会経済文化活動」両立の観点
から非常に重要なことです。
　一方、病気などの事情でワクチン接種を受けられな
い方や希望されない方がおられる中、差別につながら
ないような配慮や陰性証明の具体的な活用方法なども
含めた仕組みづくりが必要であると認識しています。
　そのためにも技術実証を通じ、様々な課題の整理
等を行われることは大変意義があり、本県としてもワ

クチン接種証明等の活用可能性を探っていくため、今
回、技術実証参加表明させていただきました。
Q…感染防止策の「義務化・罰則化」の所見を伺います。
Ⓐ…「新型インフルエンザ等対策特別措置法第24条
第9項」に基づき、県民の皆様に手洗いやマスクの着
用など基本的な感染対策徹底について協力要請を
行っています。体調や体質に応じマスク着用や手指消
毒を行うなど配慮も必要なことから、一律の義務化や
罰則化にはなじまないと考えています。
　しかしながら、感染拡大防止を進める上で極めて重
要な対策であり、お一人おひとりがご自身の状況に合
わせて適切な対応をとっていただけるよう、分かりや
すく繰り返し県民の皆様に呼びかけてまいりたいと存
じます。
Q…改めて知事として県民や関係者の方々へのメッ
セージを伺います。
Ⓐ…現場でご尽力いただいております多くの方々に、
心から感謝を申し上げたいと思います。
　コロナ感染症は、人と人とのつながりですとか、私た
ちの大切な社会を分断し、人々の身体的な健康だけで
はなく、精神的な健康、「こころの健康」や社会経済文
化活動といった人々の「暮らし」にも大きな影響を与え
ております。
　こうした中、県民の皆さんの命と暮らしを守るため、
医療を必要とされる皆さんに適切に対応できるよう医
療提供体制を整え社会経済文化活動への影響を極力
抑えながら感染拡大防止を図るという困難な課題
に、日々悩みぬきながら、最善と考えられる判断を皆
さんのご協力をえながら行ってきました。
「県民の命とくらしを守るため最善を尽くすこと」は、
私や県当局に課せられた使命であり取り巻く現状を
しっかり見極めるとともに、新たな知見、これまでの経
験も活かしながら、感染拡大防止と社会経済文化活動
の両立が図れるよう適切に対策を講じ、県民の皆さん
とこの難局を乗り越えてまいりたいと存じます。本日議
員から様々ご提案いただいた部分含めしっかり対応し
ていきます。

（一部抜粋）
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『新型コロナウイルス感染症対策について』『新型コロナウイルス感染症対策について』
感染（拡大）防止と経済文化活動の両立のため、どこにウエイト（重点）をおき、どうバランスをと
り、どの様に優先づけをしていくか。『検査・診療・医療提供体制』を重層的・複眼的に整備していく
ことは医療現場や医療支援を考えていく上で行政として注力すべき課題です。今後の検査・診療・
医療提供体制整備について質問しました。（以下Qは九里の質問、Ⓐは知事と健康医療福祉部長の答弁抜粋）

感染（拡大）防止と経済文化活動の両立のため、どこにウエイト（重点）をおき、どうバランスをと
り、どの様に優先づけをしていくか。『検査・診療・医療提供体制』を重層的・複眼的に整備していく
ことは医療現場や医療支援を考えていく上で行政として注力すべき課題です。今後の検査・診療・
医療提供体制整備について質問しました。（以下Qは九里の質問、Ⓐは知事と健康医療福祉部長の答弁抜粋）

※滋賀県議会HP（スマホ可）で検索いただければいつでも録画中継を見ていただくことができます。

九里学質問答弁各朝刊〈9/25…中日・京都・読売 9/28…産経〉に掲載される

（事務所・自宅）〒520-3001 滋賀県栗東市東坂409-3　　　〈発行責任者／九里学・編集責任者／米津　進〉
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草津第一ホテル宿泊療養所にて

済生会滋賀県病院



9月21日から栗東草津
市民の安全・安心が
さらにアップします！

国道１号栗東水口道路と接続する
大津能登川長浜線補助
道路整備工事が進捗中
●契約金額…１，７９０，０３０，０００円　　●工　　期…令和５年８月２１日まで

●契約の相手方…株式会社ピーエス三菱　滋賀営業所

栗東市民の交通移動が
より便利になります

第二インターチェンジの完成に向けて工事進捗中
・名神高速道路から国道8号への通行経路が変わります。
・オフランプ（湖南方面）が小さくなります。
・市道手原大橋線（地下道）が通行止めとなります。

九里学 滋賀県監査委員を拝命（全会派・44名全議員にご賛同いただく）

令和3年4月～9月上半期の監査状況（　　　）

Q…コロナ後、公共交通をどう維持確保し
ていくのか問います。
Ⓐ…令和２年度は29.2％減、今年度令和
３年度７月末時点で22.3％減と県内交通
事業者の経営環境は極めて厳しい状況
で、コロナ後も元に戻らないと認識してお
ります。地域鉄道や路線バス等に対する支
援や、利便性向上と利用促進の取組を一
層強化してまいります。福祉輸送や事業者
送迎サービス等移動手段も活用します。
Q…利便性向上への具体的な取組につい
て知事はどう考えているのか。
Ⓐ…「選択肢を増やす」「使い勝手を良く

『9月定例会で地域公共交通の維持・確保・改善について知事に質す』『9月定例会で地域公共交通の維持・確保・改善について知事に質す』

する」の両面からの取組が重要だと認識し
ています。様々な移動手段の洗い出しを行
い地域の実情に応じた交通ネットワークを
構築してまいりたいと考えております。路
線バス運行情報を見える化し、ウェブで経
路や時刻表などを検索しやすくするととも
に、キャッシュレス決済導入も進めていき
ます。ＪＲ西日本と共同でプロジェクトチー
ムを立ち上げ、中長期を見据えた取組を検
討します。
Q…厳しい状況下の公共交通への具体的
な支援についてすぐに対策すべきでは。
Ⓐ…思い切った対応策が必要だと認識し

ております。近江鉄道線については令和５
年度迄の運営改善に取り組み、設備投資
や修繕に対し支援を行い、令和６年度には
公有民営方式による上下分離移行を行
い、路線バスについては、運行維持するた
めの取組を充実強化します。さらに、市町
やバス事業者と構成する『バスの課題検討
ワーキングチーム』で、補助金を重点的に
配分できる制度、効果的支援のあり方につ
いても進めていきます。
Q…全国地域公共交通「リーディングモデ
ル」創出のため滋賀の交通政策をどう具
体的に押し進めていくのか。

Ⓐ…公共交通は、人々の幸せと健康を支
え、地域の暮らしと文化を守り育む、欠かす
ことのできない社会インフラであると認識
しております。自由、安全に移動できる交
通ネットワークの構築を進め、自家用車、自
転車等と組み合わせた「移動手段のベスト
ミックス」を実現していきたいと考えており
ます。令和５年度を目途に見直します「滋
賀交通ビジョン」に「目指すべき滋賀公共
交通の姿」を共有し、『税を含めた負担の
あり方』についても、丁寧に議論を深めま
す。本県が全国のリーディングモデルとな
るよう全力で取り組んでまいります。

コロナ禍で、県内の特に中山間地や人口減少地域では、鉄道・バス等の利便性が年々厳しく、維持確保することさえ危ぶまれている現状があります。
寄せられている県民の声を代弁し三日月知事へ質問しました。（以下Q…は九里の質問、Ⓐ…は三日月知事の答弁抜粋）

左から中條副知事、江島副知事、三日月知事、藤本・奥・九里・村尾4名の県監査委員

湖北森林整備事務所
（長浜市）にて〈6/11〉
湖北森林整備事務所
（長浜市）にて〈6/11〉

県立総合病院（守山市）にて
〈7/14〉
県立総合病院（守山市）にて
〈7/14〉

橋梁工事を現場監査（栗東市・草津市）〈6/17〉橋梁工事を現場監査（栗東市・草津市）〈6/17〉

大津土木事務所（大戸川現場）にて〈6/17〉大津土木事務所（大戸川現場）にて〈6/17〉

（現在進捗中）

落成式典にて
草津市内草津市内

荒張地先へ荒張地先へ 下戸山地先へ下戸山地先へ

上砥山地先へ上砥山地先へ

川辺地先へ川辺地先へ
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5月10日
5月27日
6月 3日
6月11日
6月17日
6月28日
7月13日
7月14日
7月19日
7月20日
7月21日
7月27日
7月30日
8月 3日
8月 4日
8月19日
8月20日
8月24日
9月 9日

…監査執行室
…東北部県税事務所
…南部県税事務所・自動車税事務所
…湖東農業農村振興事務所・湖北森林整備事務所
…大津土木事務所・南部土木事務所
…包括外部監査意見交換
…事業課・ボートレース場
…小児保健医療センター・県立総合病院
…精神医療センター
…住宅課・建築課・検査課・農政課・人権施策推進課
…企業庁・下水道課・南部・北部流域下水道事務所
…病院事業庁・経営管理課・会計管理局・税政課・決算概要説明
…総務課・文化芸術振興課・子ども・青少年局・CO₂ネットゼロ推進課
…教育総務課・砂防課・労働雇用政策課・琵琶湖保全再生課・農業経営課
…県警察本部・人事課・行政経営推進課・内部統制評価報告書審査
…障害福祉課・秘書課・財政課・委員協議
…文化財保護課・特別支援教育課
…委員協議
…委員協議・知事意見書提出

九里担当
部局別監査

草津警察署
新築
草津警察署
新築


